
会員数 　　　 　　２９名　 前々回訂正　１９８１例会

欠席会員数 　　　　１１名　 欠席会員 　      　　３名中

出席会員数    　１８名　 ＭＡＫＥ ＵＰ  　 　　０名

出席率 　　 ６２.０７％　 出席率訂正    　　８７．５０％
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出　席　報　告

◆ 本日の例会 （第１９84 回）　　　　     　　11 ／29   （水）

　　 ～ロータリー財団月間卓話～

　　スピーカー　 ロータリー財団委員長　近藤　朗君

◆ 次回の例会 （第１９85 回） 　　 　    12 ／ 2 （土）

　　～ 2023 年度 家族忘年会～

　　名古屋東急ホテル　3 階　「錦の間」

　　受付 17 ： 00 ～　例会 17 ： 30 ～　懇親会 17 ： 50 ～

　　

◆ 第 1983 回例会記録     　  　11 ／ 15 （水） 晴

　　司　　 　 会　伊藤　晋一君

　　　斉  　 唱 　　国歌／君が代　ＲＳ／奉仕の理想

　　来　訪　者　 津島 RC　余郷　達也君　他 19 名　　

例　会　報　告

創　立   昭和５６年３月４日　　　　　 　例会場   名古屋東急ホテル 中区栄４丁目６番８号 ＴＥＬ（０５２）２５２-８６５８

例会日  毎週水曜日１２:３０～１３:３０  　事務局   名古屋市中区栄４丁目６-３岡崎ビル北館２Ａ ＴＥＬ（０５２）２５３-９０７５

会　　長 :宇都木　寧　　　　幹　　事 :西村　　努　　　　会報委員長:加藤　昌之　　　　題　　字 :遠藤　友彦

ロータリークラブ

Weekly Report
楽　　～楽しみこそクラブの要 ・ 楽こそ会員増強の要 ・ 楽して楽しみましょう～

会　長　挨　拶

半田南ロータリークラブ

　　　　会長　山北　正義

　少し自己紹介をいたします。

昭和３０年６月生まれ、６８歳です。生業は、中日新聞の販売

店を父親の時代より、商っております。２００３年７月、４８

歳でロータリ入会、３年半で退会しました。

その後、 声掛けを頂き、 2017 年 10 月、 62 歳で、 お声掛

けを頂き、 再加入、 7 年目を迎えております。 出戻りです。

　先日、10月19日、ガバナー公式訪問に於きまして、事前懇談

会の折、 新美南吉生誕１１０周年記念として、 半田観光協会へ、

蓄電池を寄付、そして、 はんだ山車まつりへの地区補助金事業

による、 清掃ボランティア用のビブス寄付の件、 当日の姉妹Ｒ

Ｃ南佐久ＲＣ・ タイブンクムＲＣとの交流、 そして、 本日の名北

ＲＣとの合同例会などを報告いたしました。 酒井ガバナーから、

「どうして、南佐久ＲＣ・名北ＲＣさんと交流が、始まったのです

か？」 と、 ご質問を受け、 明確なお答えをすることが出来ませ

んでした。 会長として、事業の円滑な運営を最優先に考え、 根

本的な発足経緯については、 考慮していませんでした。 反省を

含めメンバーより、色々聞き取りをして少し理解を致しました。

今回の名北ＲＣさんとは、2013 年、 1 月 13 日、 アパホテル

錦にて、第１回合同例会が開催されました。

当時のガバナーは、 千田毅さん、名北ＲＣ会長は、 小關利光さ

ん、 我が半田南ＲＣは、 竹内敏郎さん、 周年例会を挟み、 今

回は第１０回目と認識しております。

上飯田 「志ら玉」 さんへお邪魔すると、 いつも思い出します。

社会人になり、 中日新聞社幹部の方と初めて、 お邪魔した時、

器を見て、 「幸兵衛窯のでは？」 と思い、 尋ねると、 「良くご

存じで」 と、 お褒めをいただきました。

多治見市市之倉の幸兵衛窯、 7 代目加藤幸兵衛さんと縁があ

り、 学生時代から、 器を、 見る機会が多くありました。

また、 引き出物として、 購入しておりました。

陶器は、それしか知りませんが、 縁があるんだなと思いました。

名古屋名北ロータリークラブ

　　　　　　　会長　宇都木　寧



       名古屋名北ＲＣフェイスブック

 https://www.facebook.com/meihokurc

              名古屋名北ＲＣホームページ

   http://www.meihoku-rc.org/

　         名古屋名北ＲＣインスタグラム

　 https://www.instagram.com/rotary_ngy.meihoku/

　

２ＲＣ合同夜間例会及び懇親会

　本日は、 半田南ロータリークラブとの合同例会をここ 「志ら

玉」 で開催させていただきます。

お座敷ですので会長挨拶は少し趣向を変えさせてただきます。

　半田は商人の街尾張名古屋はもともと城下町、 「 尾張名古

屋は城でもつ」 と言われていますが、 その言われの元のでき

ごとがあります。 時は元禄将軍綱吉の時代、 尾張の殿様は四

代藩主𠮷通、 この殿さま公式見解では 「武芸の誉れあり」 「英

明」 とのことですが、公式通り、時は元禄１４年１２月真冬の頃。

殿様は江戸藩邸において 「予は寒中水泳を行う」 とのたまい

ました。 家臣一同痛く感激し藩邸庭の池に殿様が 褌一丁で飛

び込む姿を見て 「さすが神君家康公のお血筋」 と 「感激ひとし

お」 といいたいところですが、池から上がった義通公激怒なん

と「いけの水か冷たい」「手討ちじゃ」としごくご立腹、家老以下

家臣一同ひれ伏し 「いかようにも」 と申し、 巨大な船を作りそ

こに湯を張り、 池に浮かべました。 湯船とはこのことですね。

家臣が池に入りその船をひく、 殿様はまさに湯船の中でおよ

ぐ、 殿様庭の雪景色をみて、 記録には 「公大いに満足」 あり

ますが、 この船急造ゆえ何度か使うとタガが外れ冷たい水が

入り、 「公いたく御不興御立服」 と廃船になり、 家臣一同池

の水が冷たいせいかカゼを引いたとのことです。

この話が江戸市中にひろまり、 水戸に君あり、 紀伊に臣あり、

尾張に大根ありと表せられてたとのことです。

後に尾張には城しか自慢するものがないことから 「尾張名古

屋は城でもつ」 に変わったとのことです。 なお水戸の殿様は

黄門様、 尾張の大根は守口大根です。 まあ見た目だけ。

柴山 利彌君   御来店頂き有難うございます。

梅村美知容さん　　半田南の皆様今日もよろしくお願いします。

　　　　【半田南ロータリーの皆様をおむかえして】

宇都木 寧君　 伊藤  晋一君　 梶川 久雄君　 梅村　 　篤君

足立陽一郎君　 加藤 昌之君　 近藤　　朗君　 加藤あつこさん

遠藤　友彦君　 岩田  滿治君　 北村紀子さん　 尾關實津成君

祖父江佳乃さん　 吉村知紗さん　 中野愛弓さん　 　

ニ コ ボ ッ ク ス

会員の遠藤友彦君が米寿を

迎えられました。

会員の柴山利彌君が叙勲を

授与されました。

心よりお祝い申し上げます


